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平成23年度予算  地域力を維持強化する予算可決

議 案 審 議  福島県林業公社との分収割合を変更

一 般 質 問 １0 議員が町政を問う 

臨 時 議 会  議員定数・議員報酬を審議

議 会 報 告 会  ３会場で開催

議会活動報告  “ 雇用対策に全力を ” 町長に提言 ホームページ http://town.minamiaizu.org/gikai/
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渡
部
優
議
員

　

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
の

社
長
は
副
町
長
が
兼
任
し

経
営
し
て
い
ま
す
が
、
出

資
金
４
５
０
０
万
円
の
増

資
を
機
に
、
専
任
の
社
長

を
配
置
す
る
考
え
は
。

副
町
長　

　

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
は

４
つ
の
会
社
を
統
合
し
て

設
立
さ
れ
た
会
社
で
す

が
、
資
本
金
は
旧
会
津
高

原
夢
開
発
㈱
の
資
本
金

５
０
０
０
万
円
を
暫
定
措

置
と
し
て
運
用
し
て
き
ま

し
た
。

　

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
の

１
カ
月
あ
た
り
の
運
転
資

金
は
お
お
む
ね
１
億
円
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、
運
転

資
金
に
支
障
が
な
い
よ
う

出
資
金
を
増
資
し
ま
し

た
。
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予 

算 

質 

疑

出
資
金
の
使
用
用
途
は

湯
田
秀
春
議
員

　

み
な
み
や
ま
観
光
㈱
へ

の
出
資
金
４
５
０
０
万
円

は
、
町
の
有
価
証
券
に
当

た
る
資
産
で
す
。
出
資
金

の
用
途
は
。

専
任
社
長
を
配
置
す
べ
き

町
長　

　

社
員
の
意
思
の
徹
底
や

意
見
が
反
映
さ
れ
る
会
社

町
長　

　

本
町
で
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
避
難
に
対
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
災
害

を
教
訓
に
十
分
検
討
し
な

が
ら
、
今
後
の
非
常
時
に

備
え
ま
す
。

施
設
の
安
全
管
理
は

楠
正
次
議
員

　

び
わ
の
か
げ
保
育
所
で

の
落
雪
に
対
す
る
安
全
管

理
は
。

健
康
福
祉
課
長　

　

今
年
度
の
雪
の
状
況

で
、
屋
根
の
雪
が
ど
の
よ

う
に
落
ち
る
か
を
検
証

し
、
来
年
度
か
ら
対
応
で

き
る
よ
う
協
議
し
て
い
ま

す
。
落
雪
の
場
所
に
は
児

童
が
入
ら
な
い
処
置
を
す

る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

さ
ら
に
安
全
面
の
対
策
を

検
討
し
ま
す
。

災
害
対
策
は
万
全
か

児
山
寿
明
議
員

　

東
日
本
大
震
災
に
伴

う

予

算

は

予

備

費

約

３
９
０
０
万
円
か
ら
支
出

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、

現
段
階
で
ど
の
程
度
の
支

出
を
想
定
し
て
い
ま
す

か
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
災
害

対
策
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
住
民

を
守
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え

て
は
。

総
務
課
長

　

現
在
、
災
害
対
策
費
が

に
し
て
ほ
し
い
た
め
、
副

町
長
に
社
長
へ
就
任
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
織

を
確
立
す
る
た
め
に
は
役

員
体
制
を
充
実
す
る
必
要

が
あ
る
と
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
組
織
固
め
の
段

階
な
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
体
制
を
整
え
た
い
と

考
え
ま
す
。

平
成
23
年
度
当
初
予
算

平
成
22
年
度
補
正
予
算

ど
の
程
度
必
要
か
概
算
額

で
さ
え
も
想
定
で
き
る
段

階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
状
況
に
応
じ

て
、
予
備
費
や
予
算
の
組

替
え
を
行
な
い
な
が
ら
弾

力
的
に
対
応
し
ま
す
。
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町
長

町
長
＝
国
保
税
は
県
内
59
市
町
村
中
33
位
で
高
く
な
い

　
　
　
　

本
町
の
国
保
税

　
　
　
　

も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
21
年
度
決
算
で

は
１
億
３
７
３
２
万
円
の

滞
納
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
全
国
的
な
傾
向
で
、
国

庫
負
担
が
減
ら
さ
れ
国
保

税
が
高
い
た
め
で
す
。

　

私
の
世
帯
の
国
保
税

29
万
５
７
０
０
円
が
、
全

国
健
康
保
険
協
会
の
掛
け

金
表
で
み
る
と
、
22
万

３

７

０

０

円

で

７
万
２
０
０
０
円
安
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
全
国

平
均
で
、
一
人
当
た
り

１
万
１
３
４
円
、
県
平
均

で
３
０
５
６
円
を
一
般
会

　
　
　
　
　

国
保
税
は
、

　
　
　
　
　

21
年
度
・
22

年
度
の
景
気
低
迷
等
を
踏

ま
え
、
税
率
を
据
え
置
く

た
め
に
国
保
基
金
か
ら

６
０
０
０
万
円
を
取
り
崩

し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金

の
積
み
立
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
あ

り
、
実
質
的
に
は
法
定
外

繰
り
入
れ
と
同
様
で
す
。

問

町政を問う
一般質問

町
長
＝
国
保
税
は
県
内
59
市
町
村
中
33
位
で
高
く
な
い

国
保
税
軽
減
の
考
え
は

計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
法
定
外
繰
り

入
れ
を
行
な
い
、
国
保
税

を
下
げ
る
考
え
は
。

町長＝若者定住と地域間交流を促進

人口減少対策の強化は

　
　
　
　

本
町
の
人
口

　
　
　
　

は
、
こ
の
４
年

間
で
２
０
２
０
人
減
り
県

内
４
番
目
、
郡
内
で
は
１

番
減
少
率
の
高
い
自
治
体

で
す
。
４
地
域
の
人
口
変

化
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

田
島
地
域
が

　
　
　
　
　

１
２
５
９
人

減
、
舘
岩
地
域
は
２
２
１

人
減
、
伊
南
地
域
は

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
南
会

　
　
　
　

津
会
を
交
流
の

場
だ
け
で
な
く
、
企
業
誘

致
・
雇
用
確
保
・
産
業
創

出
の
場
へ
と
進
化
さ
せ
、

ま
た
、
南
会
津
町
に
住
む

Ｉ
タ
ー
ン
者
か
ら
、
本
町

定
住
の
意
見
を
聞
く
考
え

は
。 問

町
長

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
南

　
　
　
　
　

会
津
会
の
交

流
の
中
で
、
提
案
さ
れ
た

話
題
等
を
提
供
し
て
、
ご

協
力
い
た
だ
く
考
え
で

す
。
ま
た
新
規
就
農
者
や

二
地
域
居
住
な
ど
、
本
町

移
住
者
か
ら
意
見
を
聞
い

て
、仕
事
や
住
む
場
所
等
、

生
活
基
盤
づ
く
り
に
よ
り

経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
人

口
減
少
対
策
を
し
ま
す
。

２
０
２
人
減
、
南
郷
地
域

は
３
３
８
人
減
で
す
。

町
長
＝
Ｊ
Ａ
等
の
反
対
運
動
に
連
携

本
町
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
を

　
　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
導
入

　
　
　
　

は
、
日
本
の
７

割
を
占
め
る
中
山
間
地
域

の
農
業
が
破
壊
さ
れ
、
多

く
の
人
が
職
を
失
い
、
人

口
減
少
を
招
き
ま
す
。　

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
阻
止
す
る
こ

と
は
重
要
な
人
口
減
少
対

策
と
考
え
る
が
。

問

町
長

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
導
入

　
　
　
　
　

は
、
本
町
の

農
作
物
、
特
に
米
作
は
、

影
響
大
と
考
え
ま
す
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
が
人
口
減
少

対
策
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
の
要
因
は
就
業

の
場
が
少
な
い
こ
と
で
、

町
は
新
規
就
農
者
支
援
事

業
な
ど
、
農
業
振
興
が
雇

用
対
策
と
考
え
ま
す
。

議 事

機関 二元代表

制 地方主権 

監視機能 発

言権 表決権 議会基本条

例 議会改革 住民自治 議会制民主

主義 地方自治制度 政策形成 議会報

告会 住民に開かれた議会 合議制機関 

議員の責務 公平・公正  政策提言 情報

大竹幸一 議員

米作に大きな影響を及ぼしかねないＴＰＰ
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地
球
環
境
の
変

　
　
　
　

化
に
伴
い
局
地

的
に
発
生
す
る
豪
雨
や
竜

巻
な
ど
の
自
然
災
害
の
対

策
は
。

問
　
　
　
　
　

最
近
の
異
常

　
　
　
　
　

気
象
に
伴
う

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
対
応
す

る
た
め
、
昨
年
の
５
月
22

日
か
ら
気
象
警
報
発
表
体

系
が
見
直
さ
れ
、
具
体
的

に
影
響
を
受
け
る
地
域
を

わ
か
り
や
す
く
し
、
自
治

体
の
防
災
対
応
の
迅
速
化

を
目
的
と
し
、
町
村
単
位

で
警
報
・
注
意
報
が
発
令

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 町

長

町政を問う
一般質問

各

種

の

防

災

対

策

は

町
長
＝
南
会
津
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
行
な
う

　

町
と
し
て
は
、
水
防
訓

練
の
実
施
や
、
大
雨
に
よ

り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合

に
備
え
て
、
住
民
が
迅
速

に
避
難
す
る
た
め
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

等
に
よ
る
水
害
対
策
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

建
築
物
の
耐
震

　
　
　
　

策
は
じ
め
、
避

難
場
所
指
定
や
誘
導
訓
練

対
策
は
。

問
　
　
　
　
　

20
年
に
定
め

　
　
　
　
　

た
南
会
津
町

耐
震
促
進
計
画
に
基
づ
き

順
次
診
断
し
、
改
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

避
難
場
所
指
定
は
、
南
会

津
町
地
域
防
災
計
画
で
小

中
学
校
、
地
区
公
民
館
・

集
会
場
等
１
１
０
カ
所
の

避
難
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。 町

長

　
　
　
　

鳥
獣
被
害
が
増

　
　
　
　

加
傾
向
に
あ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

問
　
　
　
　
　

23
年
度
か
ら

　
　
　
　
　

は
、
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

抑
制
す
る
た
め
個
体
数
を

調
整
す
る
「
南
会
津
町
有

害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
制

度
」
を
創
設
し
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
員
へ
の
支
援
強

化
を
し
ま
す
。

町
長

　
　
　
　
　

現
在
、
被
災

　
　
　
　
　

者
支
援
物
資

等
の
備
蓄
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
販
売
業
者

等
と
の
物
資
調
達
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
な

ど
、
調
達
体
制
の
整
備
や

備
蓄
拠
点
の
確
保
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
有

事
の
際
、
応
援
要
請
で
き

る
体
制
と
し
て
は
、
東
京

都
台
東
区
と
の
災
害
時
相

互
応
援
協
定
書
を
19
年
に

町
長

　
　
　
　

被
災
者
支
援
物

　
　
　
　

資
の
拡
充
と
常

問

　
　
　
　

子
宮
頸
が
ん
の

　
　
　
　

予
防
接
種
に
対

す
る
助
成
の
拡
大
は
。

問
　
　
　
　
　

23
年
度
は

「　
　
　
　
　

子
宮
頸
が

ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
臨
時
特
例
交
付
金
」

と
し
て
接
種
助
成
を
し
ま

す
。
こ
の
予
防
接
種
の
標

準
的
な
年
齢
は
中
学
１
年

生
、
13
歳
相
当
と
さ
れ
て

町
長

町
長
＝
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
対
象

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
に
対
す
る
助
成
の
拡
大
は

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま

で
実
施
し
て
い
な
か
っ
た

事
か
ら
、
23
年
度
は
特
例

措
置
と
し
て
、
中
学
１
年

生
、
13
歳
相
当
か
ら
高
校

１
年
生
、
16
歳
相
当
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

24
年
度
以
降
は
、
中
学

１
年
生
を
対
象
と
し
て
継

続
し
て
実
施
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
南
会
津
病
院
の
充
実
に
つ
い
て

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
は
食
料
・
飲

料
水
・
生
活
必
需
物
資
な

ど
の
供
給
や
、
施
設
等
の

備
格
納
を
推
進
し
、
官
民

共
同
の
体
制
づ
く
り
は
。

応
急
復
旧
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
な
ど
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

議 事

機関 二元代表

制 地方主権 

監視機能 発

言権 表決権 議会基本条

例 議会改革 住民自治 議会制民主

主義 地方自治制度 政策形成 議会報

告会 住民に開かれた議会 合議制機関 

議員の責務 公平・公正  政策提言 情報

星　光久 議員

日ごろの備えが大事「水防訓練」
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町
長
＝
自
治
基
本
条
例
の
検
討
も

町
民
の
行
政
参
画
活
動
推
進
策
は

　
　
　
　

政
策
立
案
・
計

　
　
　
　

画
策
定
に
町
民

が
参
画
で
き
る
よ
う
な
勉

強
会
・
研
究
会
を
立
ち
上

げ
る
考
え
は
。

問
　
　
　
　
　

第
２
次
南
会

　
　
　
　
　

津
町
総
合
振

興
計
画
策
定
で
多
く
の
住

民
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
、
意
見
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

町
長

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

集
落
単
位
に
自

　
　
　
　

由
度
の
高
い
、

一
括
し
て
交
付
す
る
交
付

金
制
度
の
制
定
を
考
え
て

は
。問

　
　
　
　
　

新
年
度
か
ら

　
　
　
　
　

集
落
支
援
事

町
長

　

住
民
の
方
が
様
々
な
場

面
で
、
行
政
に
参
画
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
、
住

民
団
体
な
ど
の
主
体
的
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
と
行
政
の

役
割
や
責
任
な
ど
、
自
治

体
の
基
本
原
則
を
定
め
る

自
治
基
本
条
例
の
検
討
を

行
な
い
、
住
民
の
行
政
参

画
推
進
に
努
め
ま
す
。

町長＝集落の事業遂行能力を見極めて判断

集落単位に一括交付金制度の制定は

議 事

機関 二元代表

制 地方主権 

監視機能 発

言権 表決権 議会基本条

例 議会改革 住民自治 議会制民主

主義 地方自治制度 政策形成 議会報

告会 住民に開かれた議会 合議制機関 

議員の責務 公平・公正  政策提言 情報

星登志一 議員

　用語　
　

自
治
基
本
条
例

　

ま
ち
づ
く
り
を
誰
が
ど

ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
決
め
て
い

く
か
を
定
め
た
も
の
で
、

「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

業
を
新
た
に
実
施
し
、
特

に
小
規
模
集
落
の
実
態
把

握
を
行
な
い
な
が
ら
集
落

の
方
々
と
一
緒
に
現
状
と

課
題
を
整
理
し
、
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

集
落
へ
の
一
括
交
付
金

制
度
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
集
落
支
援
策
を

検
証
し
、
事
業
効
果
・
集

落
の
ニ
ー
ズ
・
集
落
の
事

業
遂
行
能
力
な
ど
を
み
て

判
断
を
し
ま
す
。

貴重な財産ともいえる「地域力」











　　本特別委員会では議員定数等について町民及び議員にアンケート調査を行ない、多くの貴重
　な意見等をいただきました。本特別委員会を始め議員懇談会での議論を尽くした結果、町民の
　意向を尊重するとともに、議会活動の現状、多様な民意の吸収、町政の監視機能などを担って
　おり、地域住民の代表であることを踏まえ、議員定数を 18 人とする条例を制定するものです。

　  渡部俊夫議員

　　　本町に対するきめ細かな交付金の配分額は県内市町村の中でも多いです。交付金の配分基

　　準を示してください。

第２回
臨時会
平成23年3月2日
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暮らしに行き届く支援事業を

　町から、きめ細かな交付金を活用した事業を含む補正予算８億８, ４１６万円
（特別会計含む）が提案され、慎重審議の結果、全会一致で可決しました。

第１回
臨時会
平成23年1月28日

事 業 名 内　　容 予 算 額

地 域 振 興
緊急対策事業

 町内で利用できるプレミアム商品券 ( 購入金額の 20％上乗せ ) の発行
・発行時期：年 2 回　・ 購入制限：一人 5 万円まで 2,100 万円

きめ細かな交付金を活用した主な事業

事 業 名事 業 名

交付金
事　業

その他 60 事業

議員定数 22 人 → 18 人 （平成 23 年４月の統一地方選挙から適用）

議 会 議 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て議 会 議 員 定 数 条 例 の 制 定 に つ い て委 員 会 提 出 議 案

議会議員の議員報酬の減額に関する条例の制定について

議案内容：

議員定数・議員報酬のあるべき姿は
　議員定数及び議員報酬に関する特別委員会から議員定数及び議員報酬の審議経
過と調査結果の報告がありました。その後、同特別委員会から議会議員定数条例
の制定案、大竹幸一議員、平野昌盛議員の２名から議員報酬の減額に関する条例
の制定案が提出され、将来の議会構成を見据えたうえでの審議が行なわれました。

予　算　質　疑予　算　質　疑予　算　質　疑

　　総務課長

　　　配分の基準は、人口と地方交付税に算定される地方再生対策費をもとに国が決定していま
　　す。配分額が大きい理由は、65 歳の人口比率や林野面積、第１次産業の就業者比率など、本
　　町にとって有利な数値が反映されているためです。

　　議員定数　　議員定数 22 名を 18 名へ（４名削減）
　　議員報酬　　現状維持（議員報酬月額 22 万円）
　　議員定数　　議員定数 22 名を 18 名へ（４名削減）

特別委員会
調査結果の報告調査結果の報告

提　案　理　由提　案　理　由提　案　理　由

全会一致で可決





日 　 　 時
　2 月 14 日 ( 月 )
　午後 6 時 00 分から午後 8 時 00 分まで

会 　 　 場 　舘岩会館

参  加  者 　区長ほか 11 名

出 席 議 員
　渡部優・渡部俊夫・馬場信作・星和男・
　渡部東・大竹幸一・五十嵐司

質 疑 事 項

　①議員定数及び議員報酬に関して、公聴会
      を開催し、広く町民の意見を聴取する考　
　   えは。

要望・意見

　①会津縦貫南道路のルートに関して、町内
　　全域を通過するよう議会で要望してほし
　　い。

日 　 　 時
　2 月 4 日 ( 金 )
　午後 6 時 00 分から午後 8 時 00 分まで

会 　 　 場 　下山公民館

参  加  者 　区長ほか 19 名

出 席 議 員
　星登志一・高野精一・湊田幹夫・湯田秀春・
　平野昌盛・菅家幸弘・五十嵐司

質 疑 事 項

　①南郷第一・二小学校統合後の学校跡地の
　　利用は考えているか。
　②町の財政力指数が低い。議員はどう考え
　　ているか。

要望・意見
　①きめ細かな交付金の使いみちを町民に
　　分かりやすく説明してほしい。

日 　 　 時
　1 月 30 日 ( 日 )　
　午後 6 時 00 分から午後 7 時 50 分

会 　 　 場 　上塩江多目的集会センター

参  加  者 　区長ほか 9 名

出 席 議 員
　芳賀沼順一・山内政・星光久・楠正次・
　阿久津梅夫

質 疑 事 項 　①定住促進や雇用対策は行なっているのか。

要望・意見

　①除雪作業で町道敷水路のグレーチングが　
　　歪み段差が生じている。安全面に配慮し修
　　繕してほしい。

上塩江地区上塩江地区

下山地区下山地区

松戸原・戸中地区
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18

議 会 報 告 会
定住促進や雇用対策の取組みは

松戸原・戸中地区

東日本大震災に係る

緊急対策本部を設置
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　議会雇用対策調査特別委員会では、本町経済の発展と雇

用の確保を実現するため、町内経済産業の活性化と、雇用

の確保・創出を重点テーマに、各種団体の専門的な知識や

視点を有する方々との意見交換などを行ない調査研究を進

めてきました。

　委員会では調査結果を取りまとめ、町の政策に生かすよ

う町長に提言しました。

町長に提言

東日本大震災に係る

緊急対策本部を設置
　町議会では３月 11 日に発生した東日本大震災に対し、町と連

携して情報の把握・提供、復旧支援に向けて関係機関へ積極的な

働きかけを行なうため、「平成 23 年東日本大震災に係る緊急対策

本部」（以下緊急対策本部）を設置しました。

　緊急対策本部を設置後、町議会として災害義援金 22 万円を日

本赤十字社南会津町分区を通じて被災地へ送りました。

雇用対策に全力を

議 会 活 動 報 告

う町長に提言しました。

　　国土の保全や景観にも貢献している水田

　の重要性を再認識し、稲作のさらなる充実

　を図ること。また、耕作放棄地の解消や　

　環境保全型農業を農家へ指導できる体制を

　整備すること。

　　町内産品や町内発の新技術などは、町が

　率先して導入すること。また、県外進出や

　販路拡大の支援などを行なうこと。

　林業者の組織である森林組合

の更なる組織の強化に向けて、積

極的に支援を続けていくべきで

ある。

　木材利用拡大のための新たな

助成制度の拡充や国有林野の入

札制度の改善を含め、国・県な

ど関係機関に対し強力に要請活

動を行なうこと。

　大人の学校での技術研修が生

かせる雇用の確保に向けた事業

展開を図るよう努めること。

製造業を中心に人件費の安い中

国やベトナムなどの東南アジアへ

工場移転が続いているが、福島県

では、知事を始めとして「企業誘

致」を積極的に進めた結果、大手

企業が進出することになった。最

初から諦めるのではなく、企業誘

致及び雇用対策担当職員を配置し

て、福島県の担当職員と一緒になっ

て企業誘致に力を入れるよう努め

ること。

農業の振興

水田

畑作

企業

　林業者の組織である森林組合

林業の振興

地元既存企業の支援

担当職員を配置した企業誘致

　　本町の基幹作物でありブランド力のある

　南郷トマト、アスパラガス、赤カブ、リン

　ドウやカスミ草といった花きをさらに販売

　力をアップするべき農業成長戦略の政策に

　努めること。

極的に支援を続けていくべきで

ある。

　木材利用拡大のための新たな

助成制度の拡充や国有林野の入

札制度の改善を含め、国・県な

ど関係機関に対し強力に要請活

動を行なうこと。

林業
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みなみあいづ議会だより

第 25 回町村議会広報全国コンクール

奨励賞を受賞

    
        

    

 未来に夢ひらく予算を可決

 行政サービスを制限する条例“否決”

１１議員が町政を問う 

 きめ細かな臨時交付金の使いみち

 木伏地区で開催

 全国町村議会議長会表彰を受賞

議会広報委員会
委 員 長 楠　正次
副委員長 渡部俊夫
委　　員 湯田　哲
委　　員 馬場信作
委　　員 山内　政
委　　員 湊田幹夫

　湊田幹夫議員が全国町村議会議長会会長から、
議員在職 27 年以上のご功績により、自治功労表彰
を受賞されました。
　今後も町政進展のため、一層のご活躍を期待い
たします。

　みなみあいづ議会だより第 16 号が第 25 回町村議会広
報全国コンクールで奨励賞を受賞しました。　
　町村議会広報全国コンクールは、議会広報紙の編集技
術向上と紙面内容の更なる充実に資することを目的に実
施され、25 回目を迎えるコンクールでは 43 都道府県の
204 町村が参加し、県内では唯一の受賞となりました。
　みなみあいづ議会だよりが評価された点は、「議案の審
議経過が分かりやすい」「用語解説や小見出しによる問題
明示が工夫されている」などです。
　今後も住民の皆様に親しみをもって読んでもらえる議
会だよりを目指し、紙面づくりに取り組んでいきます。

 未来に夢ひらく予算を可決 未来に夢ひらく予算を可決

 行政サービスを制限する条例“否決” 行政サービスを制限する条例“否決”

１１議員が町政を問う 

 きめ細かな臨時交付金の使いみち きめ細かな臨時交付金の使いみち

 木伏地区で開催 木伏地区で開催

 全国町村議会議長会表彰を受賞 全国町村議会議長会表彰を受賞

全国町村議長会自治功労表彰

受賞おめでとうございます

〒 967-8501　福島県南会津郡南会津町田島字後原甲 3531-1

ご協力ありがとうございました　
　　　　　　　　　　　　議会広報委員長　　楠　正次
　21 年度に委員長に就任し、読みやすさの追求と、記事
のダイエットに取り組みました。当時、一般質問は１ペー
ジ 1300 文字以内という大枠の中で編集していましたが、
記事のぜい肉を削り、現在では 800 文字以内に制限でき
ました。
　南会津町議会も 22 年９月に議会基本条例を条例化す
る等、絶えず改革に取り組みました。一般質問が 18 人
ということもありました。議会のライブ中継に伴い、会
議録から要約原稿を作成していた段階から音声（ＣＤ）
から文字化への変更は困難も多く、第１回目の校正に７
時間以上かけたこともありました。中でも 22 年３月定
例会において１票差で否決された「行政サービスを制限
する条例」の審議経過の説明記事が好評をいただき、町
村議会広報全国コンクールで奨励賞の栄を受けることが
できました。このように議会広報と議会改革は表裏一体
の関係にあり、ご協力いただきました広報委員はじめ、
多くの関係者の皆様に感謝致します。




